
博士 （ 農学 ） 上 杉謙 太

    学位論文題名
Revision of the subfamily Keroplatinae
    in Japan (Diptera: Keroplatidae)

（日本産ツノキノコバェ亜科の分類学的再検討

    （ 双翅 目： ツ ノキ ノコバ工 科））

学位論文内容の要旨

  ツノキノコバ工科昆虫群は菌食性を基本とするキノコパェ類において捕食性を獲得した一群

として知られ、世界から3亜科79属約850種が報告されている。捕食性の獲得を機に、本科

のハエは発光や陸生プラナリアヘの内部寄生など他のキノコバ工類には見られない特異な生活

史を進化させるとともに、一部は菌食性へ回帰しており、その多様な生活史は多くの研究者の注

目を集めてきた。さらに、二ユージーランドでは発光種の自生する洞窟が観光資源として利用さ

れており、その生態理解と持続的利用は応用上も重要な研究課題となっている。しかし、このよ

うな一部の例を除けば、いずれの地域においても本昆虫群の探索はきわめて不十分である上、既

知種の多くは分類学的に未整理で同定が困難であり、生理・生態に関する知見も乏しく、系統関

係の解析はほとんど行われていない。特に、既知種数・属数で科の3/4を占めるツノキノコパ

ェ亜科に関する研究は著しく遅れており、発光のような特異な生活史形質を有する種ですら属の

所属やその系統的位置が不確定のままである。

  本研究では日本産ツノキノコバ工亜科を対象に分類学的再検討を行い、種レベルでの同定を可

能にするとともに、新たな属分類体系を提示した。また、成虫の外部形態形質を用いて系統解析

を行い、これまで不明であった亜科内の系統関係を明らかにした。

1．分類

  本亜科のハエはこれまで日本から11属23種が知られていたが、全国より採集された標本を

検討した結果、2新属、9日本新記録属、44新種、7日本新記録種および3未同定種を含む、

22属77種を認めた。また、アリ食の種が知られるTruplaya属やウッボカズラ内に生息する種

が知られるXenoplatyura属など、生活史進化を考察する上で重要な属が日本にも分布することを

明らかにした。さらに、Ralytupa属を旧北区より初めて報告し、Laur yp ta属と同様に本属がェチ

オピア区―東洋区に分布の中心を有し、一部が東アジア温帯域まで進出している昆虫群であるこ

とを示した。

  種分類日本産77種のうち標本の得られなかった3種を除く全種について記載あるいは再



記載を行った。記載に際して新たな種分類形質の探索を行った結果、Monocen tro to属の前脚脛節

先端の毛列および雄爪腹面の棘列、Neoplatyura属の雄腹部背板の毛束、Orfeliini族の数属にお

ける雌受精嚢の形態と硬化度および受精嚢管長が有効な形質であることを見いだした。また、従

来重要視されてきた触角節数に関して再検討した結果、Monocentrota属において属内変異が存在

し、さらにDimorphelね属でのみ知られていた雌触角節数の減少がLaur ypta属およびMicror′ elia

属においても認められるなど、いくっかの形質は分類上有用であるもののその系統的意義につい

ては検討が必要であることが明らかとなった。

  数種について分類学的変更を行った。Keroolatus lobatusを盈bi′ ormisの同物異名とした。

従来Cerotelion pectinatum、Platyura exserta.  Zelmira angulataおよびみ出isenanaとして

取り扱われていた4種の所属を変更し、それぞれPlatyrootilon属、Pyratula属、Or felia属およ

びIsoneuromyia属に移した。

  属分類Micror′ elia属および:Dasylyprauta属の2新属を設立した。これら2属は翅脈相、胸

部の毛の有無等の形質の組合せのほか、Micror′ elia属では雌触角節数が11節に減少すること、

Dasyl yprauta属では雄胸部後気門に毛の列を有することで従来知られているどの属とも異なる。

また、Lutarpyel la属およびTylpar ua属をそれぞれZロtarpya属とOr felia属の同物異名とした。従

来Lutarpyel la属は脛節距棘の消失、Tylparua属は単眼の消失などいくつかの派生形質によりそ

れぞれZロtarpya属、Orfelia属とは異なるとされてきた。しかし、日本産種にZロtarpyella属一

Lutarpya属間、Tylparua属-Or felia属間のそれぞれ中間の形質状態を有する種が見出されたた

め、独立の属として扱う根拠が失われたと判断した。

  以上の変更点を反映したOrfeliini族の全49属への検索表を作成し、新たなOrfeliini族の属

分類体系を明示した。これまで属検索表は特定の生物地理区でのみ適用可能なものしか存在しな

かったため、今回作成した検索表は現時点で最も汎用性の高いものになったと考えられる。

2．系統

  亜科内の族間および属間の系統関係を明らかにするため、成虫の形態形質を用いてツノキノコ

バェ亜科の計22属34種間の系統推定を行った。形態データには雌雄より計69形質を抽出し

て用い、頸節片や付節先端の爪の形態などこれまでほとんど注目されたことの無い形質も含めた。

最節約法による解析を行い、最も妥当と考えられる樹形をツノキノコパェ亜科内の系統仮説とし

て提示した。得られた樹形より以下の点が示唆された。

  1）ツノキノコパ工亜科は単系統群として認められた。亜科の単系統性を支持する形質として、

後頭溝の存在と後脚脛節先端の毛列の存在の2形質が新たに示された一方、従来亜科の単系統性

を支持する証拠として挙げられていた5形質のうち4形質は、各形質を得られた樹形上で追跡し

た結果、亜科レベルの共有派生形質としては認められなかった。

  2）これまで単系統と考えられてきたOrfeliini族はKeroplatini族を内包する側系統的な分類

群であることが示された。これはこれまでの系統仮説とは大きく異なる結果であり、その妥当性

については今後分子データとの相互参照などによる検証が必要である。

  3）Cloeop々 DrD皿ロaーイJむヵ´ロ皿属群に属し、類似した伸張吸蜜型の□器を持っもののその系
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統関係の不明であったMacrorrhyncha属とAsindul um属がそれぞれNeoDlatyura属の一部および

Ur ytalpa属の一部と姉妹群を構成することが示された。これにより、Macrorrhyncha属と

Asindulum属において訪花性とそれに適応した口器が独立に進化したことが示された。
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    学位論文題名
Revision of the subfamily Keroplatinae
    in Japan (Diptera: Keroplatidae)

（日本産ツノキノコバェ亜科の分類学的再検討

    （双 翅 目： ツノ キ ノコ バ工科））

  本諭文は図90、表1を含む総頁数255の英文論文であり、他に参考論文3編が添えられ

ている。

  ツノキノコパエ亜科溌菌食性を基本とするキノコバエ類において捕食性を獲得したツノキノ

コバ工科最大の亜科であり、世界から67属約650種が報告されている。捕食性の獲得を機

に、本亜科のハエは発光や陸生プラナリアヘの内部寄生ぬど他のキノコバエ類には見られない

特異な生活史を進化させ、多くの研究者の注目を集めてきた。しかし、本昆虫群の分類学的、

系統学的研究は極めて乏しく、その生活史進化を推考するに足る系統仮説は提示されてこなか

った。

  本研究では日本産ツノキノコパエ亜科を対象に分類学的再検討を行い、種レペルでの同定を

可能にするとともに、新たな属分類体系を提示した。また、成虫の外部形態形質を用いて系統

解 析 を 行 い 、 こ れ ま で 不 明 で あ っ た 亜 科 内 の 系 統 関 係 を 明 ら か に し た 。

1．分類

  本亜科のハエはこれまで日本から11属23種が知られていたが、本研究の結果、2新属、

9日本新記録属、44新種、7日本新記録種および3未同定種を含む、22属77種を認めた。

  種盆類日本産77種のうち標本の得られなかった3種を除く全種について記載を行った。

新たな種分類形質の探索を行った結果、tVonocenlr。幻属の雄爪腹面の棘列など、いくつかの有

効な形質を見いだした。従来重要視されてきた触角節数に関しては、捌孤即ね舷属でのみ知ら

れていた雌触角節数の減少が［ロ“りp紅属およびMb卿鬱ぬ属においても認められるなど、分類上

有用であるもののその系統的意義については検討が必要であることが明らかとなった。
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  数種にっいて分類学的変更を行った。Keropltuus loぬsを疋biformisの同物異名とした。従来

Cerotelion pectinatumヽ Platyura exserta、Zelmira angulataおよびZIdaisenanaとして取り扱われて

いた4種の所属を変更し、それぞれPlatyroptilon属、Pyratula属、Orfelm属およびTsoneu;romyra属

に移した。

  屬盆類Microrfeka属およびDasylyprtuUa属の2新属を設立した。これら2属は翅脈相、胸部

の毛の有無等の形質の組合せのほか、Microrfelia属では雌触角節数が11節に減少すること、

Dasylyprauta属で｜ま雄胸部後気門に毛の列を有することで従来知られているどの属とも異なる。

また、Lutarpjeぬ属および乃′ぬ）anIa属をそれぞれnIぬゅ旧属と〇嘘｝ぬ属の同物異名とした。

従来h細ぴぬ属、D枇朋ロ属はいくつかの派生形質によりそれぞれ独立属とされてきた。しか

し、日本産種にむ細ぴぬ属ー h幻が属間、珂枇lm漏ー〇ゆ 舷属間のそれぞれ中間の形質状

態 を 有 す る 種 が 見 出 さ れた ため 、独 立の 属と して 扱う 根拠 が失 われ たと 判断 し た。

  以上の変更点を反映したく）rfenim族の全49属への検索表を作成し、本族の新たな属分類体系

を明示した。これまで属検索表は特定の生物地理区でのみ適用可能なものしか存在しなかった

た め、 今回 作成 した 検索 表は 現時 点で 最も 汎用 性の 高いものになったと考えられる。

2．系統

  亜科内の族間および属間の系統関係を明らかにするため、成虫の形態形質を用いて本亜科の

計 22属 34種問 の系 統推 定を 行っ た。 得ら れた 系統 仮説 よ り以 下の 点が 示唆 され た。

  1）ツノキノコパエ亜科は単系統群として認められた。それを支持する2形質が新たに示さ

れた一方、従来単系統性を支持する証拠として挙げられていた5形質のうち4形質は亜科レペ

ルの共有派生形質としては認められなかった。

  2）単系統と考えられてきたOrfeliini族はKerop面m族を内包する側系統群であることが示さ

れた。これまでの系統仮説とは大きく異なる結果であり、その妥当性については今後分子デー

タとの相互参照などによる検証が必要である。

  3）類似した伸張吸蜜型の口器を持つもののその系統関係の不明であったMぬ旧TりM舷属と

んf触細 属に おい て 訪花 性と それ に適 応し たロ 器が 独立 に進 化し たことが示された。

  以上のように、本研究は特異な生活史を有する日本産ツノキノコパエ亜科に関する総合的な

基礎情報を明らかにしており、その成果は学術的・応用的に高く評価される。よって審査員一

同は 上杉 謙太 が博 士（ 農学）の学位を受けるのに十分 な資格を有するものと認めた。
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